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奈
良

利り

功く

(

男
・
友
弘)

今
泉
下

太
田

瑠る

偉い

(

男
・
撤
也)

花
丘
町

敦
賀

望
の
ぞ
み(

女
・
金
光)

浜

町

石

澤

賢(

上
豊
岡)

鳴

海

博

子(

つ
が
る
市)

田

口

照

人(

五
所
川
原
市)

菅

原

直

美(

上
豊
岡)

神

昌

行(

鰺
ヶ
沢
町)

新

岡

由

香(

尾

別)

篠

原

裕

也(

長
野
県)

今

華
奈
子(

富

野)

吉

川

悟(

青
森
市)

田

中

美

希(

大
沢
内)

太

田

幸

志(

つ
が
る
市)

横

山

恵
美
子(

向
町
上)

赤

石

一

樹(

宮
野
沢)

鈴

木

恵

美(

宮
野
沢)

葛

西

市
三
郎

81(

五

林)

棟

方

リ

ミ

91(

薄
市
上)

田

中

セ

イ

81(

薄
市
下)

古

川

義

男

68(

派
立
中)

中

村

ミ

ツ

73(

薄
市
下)

小

野

昭

永

77(

五

林)

三

和

清

治

71(

派
立
上)

佐

藤

テ

イ

71(

派
立
中)

佐

野

鐵
太
郎

83(

田
茂
木)

本

庄

彩

音

７(

宮
野
沢)

今

忠

俊

75(

派
立
中)

中

村

正

美

71(

薄
市
上)

山

田

か

す

94(

向
町
下)

古

川

照

彦

30(

派
立
下)

青

山

ミ

子

91(

今
泉
下)

斎

藤

定

男

47(

竹

田)

山

本

政

直

84(

上
高
根)

井

沼

清

貴

51(

小
泊
派
立)

越

野

キ
リ
エ

59(

若
葉
町)

羽

賀

十
一
郎

81(

小
泊
派
立)

奈

良

繁

正

83(

下
前
中)
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(

９
月
届
出
分)
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９月末現在(前月比)

人 口 14,685人(－40)

男 7,007人(－17)

女 7,678人(－23)

世帯数 5,174戸(＋２)

出生 ４ ／ 死亡 21

転入 28 ／ 転出 51
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た
の
し
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
整
理
券
の
配
布
は
、
10
月
30
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
お
話
が
聞
け
る
か
楽
し

み
で
す
ね
。
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中
里
・
小
泊
両
地
域
で
収
集
さ

れ
た
各
種
資
料
約
二
五
〇
点
を
展

示
し
、
農
村
と
漁
村
に
お
け
る
生

活
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

会

期

12
月
24
日(

日)

ま
で

休
館
日

毎
週
月
曜
・
毎
月
第
４

木
曜
・
祝
日

入
館
料

小
・
中
学
生
五
〇
円

高
校
・
学
生
一
〇
〇
円

一
般
二
〇
〇
円
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30
年
代
深
郷
田
遺
跡
よ
り
出
土

し
た
縄
文
土
偶
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
者
は
渡
邊
兼
庸
氏(

東

京
在
住
・
前
国
立
国
会
図
書
館
東

洋
文
庫
長)
。
昭
和
40
年
に
刊
行

さ
れ
た『

中
里
町
誌』

に
は
本
土

偶
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
実
物
は
行
方
が
知
れ
ず

｢

幻
の
土
偶｣

と
な
っ
て
い
ま
し

た
。土

偶
は
高
さ
一
一
〇
㍉
、
幅
七

五
㍉
で
上
半
部
が
欠
損
し
て
い
ま

す
。
板
状
土
偶
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
文
様
の
特
徴
か
ら
は
縄
文
時

代
中
期
後
葉(

約
四
千
年
前)

の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
裏
に
は

｢

昭
和
36
、11
、15
日
深
郷
田
善
導

寺
下
よ
り
掘
る
輪
島
林
蔵
松
坂
龍

彦
共
に
掘
る｣

と
記
さ
れ
た
付
箋

が
貼
ら
れ
て
お
り
、
出
土
の
経
緯

が
わ
か
り
ま
す
。

渡
邊
氏
は
昭
和
37
年
深
郷
田
遺

跡
を
発
掘
調
査
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
と
き
に
輪
島
氏
等
か
ら

入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
永
ら
く
東
京
で
眠
っ
て
い

ま
し
た
が
、
先
頃
偶
然
再
発
見
さ

れ
45
年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
還
を
果

た
し
ま
し
た
。
板
状
土
偶
は
、
年

明
け
よ
り
博
物
館
に
て
公
開
す
る

予
定
で
す
。
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町
指
定
文
化
財｢

ド
ゲ
ブ
ネ｣

な
ら
び
に｢

イ
ソ
ブ
ネ｣

が
、
小

泊
支
所
倉
庫
よ
り
旧
下
前
小
学
校

へ
移
動
し
ま
し
た
。
ド
ゲ
ブ
ネ
は
、

長
さ
約
六
㍍
、
幅
約
一
㍍
、
船
首

が
広
い
独
特
な
形
態
を
し
た
磯
廻

り
用
の
舟
で
、
波
や
風
に
強
く
揺

れ
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
34
年
船
大
工
柳
沢
儀
助
氏
に

よ
っ
て
建
造
さ
れ
、
昭
和
50
年
代

ま
で
八
十
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍

し
ま
し
た
が
、
退
役
後
は｢

小
泊

の
歴
史
を
語
る
会｣

に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
転
々
と
居
場

所
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
安
住
の
地
を
見
出
し
ま
し
た
。

同
校
に
は
、
漁
具
等
の
民
俗
資
料

も
移
転
さ
れ
る
予
定
で
す
。


